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Agenda
Ⅰ HPを利用したポスターセッション
・発案アイディア・従来のポスターセッションとの違い

Ⅱ eポスター発表の流れ
・申込・審査・eポスターのアップ

Ⅲ eポスター発表の画面

Ⅳ eポスターの可能性と限界
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Ⅰ HPを利用したポスターセッション
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• 発案アイディア
HPを使って、広範な参加者で
発表・応答ができないか

学術集会当日以外でも

ポスターセッションが

できるのではないか



Ⅰ HPを利用したポスターセッション

4

• 従来のポスターセッションとの違い
従来 HP利用

実施時期 学術集会当日 いつでも可能

コミュニ
ケーション

面談 擬似的
リモート

費用 安価 ヴァーチャルリ
アリティ
追求→費用が
かかる



Ⅱ eポスター発表の流れ

• 従来と同じ流れ 違いは掲出方法
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応募 審査 採択

従来

eポスター

パネルに貼り付け

HPにアップ



Ⅲ eポスター発表の画面
• TOP PAGE 1
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Ⅲ eポスター発表の画面
• TOP PAGE 2; 誰でも書込可能・演者の回答
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Ⅲ eポスター発表の画面
• eポスターボード
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Ⅳ eポスターの可能性と限界
• eポスターの可能性
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広い範囲で 他領域の識者との討論が可能



Ⅳ eポスターの可能性と限界
• eポスターの限界
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対面討議のコミュニケーションと同じ力があるか？
リアルの世界でのコミュニケーションに匹敵するか？


